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第５回定期総会 カレッジホールで 
会費制へ体制移行 

 グループ“わ”の第５回定期総会は２００３年５月１
５日（木）午前１０時から神戸市シルバーカレッジのカ
レジホールを会場として開かれた。参加会員は２４７
名、委任状は３６４名分が集まった。今回は議案書など
の総会資料のほか、創立５周年記念誌「グループ“わ”
５年の歩み」が配布された。会場には今井鎮雄学長のほ
か神戸市や福祉振興協会、社会福祉協議会などから要職
にある方々５名が来賓として臨席され、久保雅一委員長
の挨拶の後、今井学長から建学の理念を実践しているグ
ループ“わ”の活動を激励する祝辞を賜った。 

勢揃いした２００３年度役員（環境部会部長 田波 久紀夫氏は欠席） 
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 その後中島洋吉氏を議長に選出し、その主宰の元で久
保委員長から２００２年度の事業報告と、決算報告が行
われた。ついで３号議案の規約改正で第４条に年会費の
項の追加が決まり、グループ“わ”の新体制がスタート
した。次の４号議案で新年度の役員候補全員が信任さ
れ、新らしい３役が席に着いて２００３年度事業計画案
と事業予算案を諮った。予算案については、３月の説明
会と同じ、ボランティア保険への全員付保が無駄ではな
いかという質問と、約２６０万円あった前年度繰越金が
次年度へ繰り越されてなく、食い潰しではないかとの質
問があった。保険の質問は説明会と同じ回答で了承され
たが、繰越金の質問は進行の都合で簡単な説明のみで採

本年度も認可される 
 ２００３年度も昨年に引き続き助成金を申請しており
ましたが、６月末に正式に認可されました。これは一重
に助成金事業に関係された会員の皆様の実績が高く評価
されたことであり、その努力が報われたものと感謝申し
上げます。 
 昨年度は親子で集まれシリーズを６回、ほかにカレッ
ジ在学生を対象とした炭焼き体験教室など全部で１１回
の事業をし、参加者総数は９９１名に達しました。 
 今年度も助成金の趣旨に沿い「高齢者の持つ知識経験
を子供世代に伝承する事業」を展開していきたいと考え
ています。 
 １５年度事業予定を次ページに示しております。どう
か昨年同様会員の皆様の協力をお願い申し上げます。 
（本部 赤司 松美） 

長寿社会開発センター助成金 

決された。しかし大切なことであり、今回代表による詳
しい説明書を同封したのでぜひご覧頂きたい。 
 第２部の体験発表では４件が発表された。昼食休憩を
挟んで第３部に入り、ハワイアン、コーラス、新舞踊、
銭太鼓、小噺、箏演奏などのパフォーマンスがステージ
で演じられ、午後３時前閉会となった。（広報部） 

▲小噺 ▲銭太鼓 

▼体験発表ビオトープ ▼体験発表滝谷ホーム 


